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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成30年3月22日(2018.3.22)

【公開番号】特開2017-223692(P2017-223692A)
【公開日】平成29年12月21日(2017.12.21)
【年通号数】公開・登録公報2017-049
【出願番号】特願2017-149720(P2017-149720)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/57     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/47     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   21/57     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   21/47     　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ３０３　

【手続補正書】
【提出日】平成30年2月6日(2018.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　前記光源より出射された光を記録媒体に照射し、前記記録媒体における正反射光の強度
を検出する光検出器と、
　を有し、
　前記記録媒体の表面の法線に対し、前記光源と前記記録媒体上に形成される照射エリア
中心とを結んだ光軸の角度θ１は、７５°≦θ１≦８５°であって、
　前記記録媒体の表面の法線に対し、前記記録媒体上に形成される照射エリア中心と前記
光検出器とを結んだ光軸の角度θ２を角度θ１と同じとし、前記角度θ２よりも角度が小
さい側の広がり角をθｘ１とし、前記角度θ２よりも角度が大きい側の広がり角をθｘ２
とし、
　前記記録媒体の表面の法線に対し、前記記録媒体上の照射エリアにおいて反射された反
射光のうち、前記光検出器に入射する光の角度θとした場合、
 
　　｜θｘ１｜＞｜θｘ２｜
 
　　θｘ１＋θ１＜θ＜θｘ２＋θ１
 
　を満たすものであって、
　取り込み全角度幅となる｜θｘ１｜＋｜θｘ２｜は、５°≦｜θｘ１｜＋｜θｘ２｜≦
１５°であることを特徴とする光学センサ。
【請求項２】
　前記記録媒体と前記光検出器との間には、開口部を有するアパーチャー板が設けられて
おり、
　前記アパーチャー板における開口部は、前記角度θ２を光軸中心とし、前記角度θ２よ
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りも角度が小さい側の前記光軸中心からの距離をＡａ１とし、前記角度θ２よりも角度が
大きい側の前記光軸中心からの距離をＡｂ１とした場合に、
 
　Ａａ１＞Ａｂ１
 
　となるように設置されていることを特徴とする請求項１に記載の光学センサ。
【請求項３】
　前記記録媒体と前記光検出器との間には、開口部を有するアパーチャー板が設けられて
おり、
　前記記録媒体の表面の法線に対し、前記記録媒体上に形成される照射エリア中心と前記
アパーチャー板における前記開口部の中心とを結んだ光軸の角度は、前記角度θ１よりも
小さくなるように、前記アパーチャー板が設置されていることを特徴とする請求項１また
は２に記載の光学センサ。
【請求項４】
　前記記録媒体と前記光検出器との間には、レンズが設けられており、
　前記記録媒体の表面の法線に対し、前記記録媒体上に形成される照射エリア中心と前記
レンズの中心とを結んだ光軸の角度は、前記角度θ１よりも小さくなるように、前記レン
ズが設置されていることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の光学センサ。
【請求項５】
　前記記録媒体は紙であって、
　前記光検出器において検出された光の強度に基づき、前記記録媒体の平滑度を検出する
ことを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の光学センサ。
【請求項６】
　前記記録媒体上に画像を形成する画像形成装置において、
　前記１から５のいずれかに記載の光学センサを有することを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本実施の形態の一観点によれば、光源と、前記光源より出射された光を記録媒体に照射
し、前記記録媒体における正反射光の強度を検出する光検出器と、を有し、前記記録媒体
の表面の法線に対し、前記光源と前記記録媒体上に形成される照射エリア中心とを結んだ
光軸の角度θ１は、７５°≦θ１≦８５°であって、前記記録媒体の表面の法線に対し、
前記記録媒体上に形成される照射エリア中心と前記光検出器とを結んだ光軸の角度θ２を
角度θ１と同じとし、前記角度θ２よりも角度が小さい側の広がり角をθｘ１とし、前記
角度θ２よりも角度が大きい側の広がり角をθｘ２とし、前記記録媒体の表面の法線に対
し、前記記録媒体上の照射エリアにおいて反射された反射光のうち、前記光検出器に入射
する光の角度θとした場合、
　　｜θｘ１｜＞｜θｘ２｜
　　θｘ１＋θ１＜θ＜θｘ２＋θ１
　を満たすものであって、取り込み全角度幅となる｜θｘ１｜＋｜θｘ２｜は、５°≦｜
θｘ１｜＋｜θｘ２｜≦１５°であることを特徴とする。
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